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～秦野の街づくりに参加しよう～
 　今回お知らせするのは秦野市の新たな企画はだの未来づくりラ
ボです。地元高校生の発表のほか楽しい企画も沢山あるので大人
も一緒に秦野駅北口にＧＯ！興味のある方は是非！

教育長だより～エール～ Ｎｏ9

～秦野こども未来づくり会議開催！その後～
◇子どもたちの声を学校づくり＆街づくりに生かそう◇
「冬が来た。白い樹樹の光を体のうちに蓄積しておいて夜深く眠る」これは秦野が生んだ歌人前田夕暮が詠んだ

短歌です。急に冬の足音が近づいてきました。学校では、体調不良の児童生徒が多く、学級閉鎖も増えています。

改めてうがい・手洗いというコロナ禍で定着した基本的な感染対策徹底と免疫力を高める適度な運動・充分な睡

眠・バランスの取れた食事等の実践を家族全員で意識してみましょう。

さて本市ではこれまで取り組んできた「いじめを考える児童生徒委員会」を今年度「秦野こども未来づくり会

議」へと名称変更し、いじめを生まない学級・学年・学校風土を創るとともに、子どもの意見を積極的に取り入れ、

未来に向けて夢を語り合う活動を行っています。11月5日(日)には堀川公民館で、各校代表児童生徒委員2名、合計

44名・ＰＴＡの皆さん、学校運営協議委員の方々、市議会議員の皆さん、総勢約１００名以上があつまり、各中学

校区ごと子どもたちが自分の考えを発信し、これからの学校づくり・街づくりについて議論を深めました。

◇秦野で頑張る大人の話◇
会の冒頭には、基調講演として「ものづくりの街、アイデアの街秦野」をテーマに、岳石電気株式会社代表取締

役社長の嶽石康昭様、晶扇コーポレーション代表の藤元晶扇様から頑張る大人のお話も拝聴しています。

教育委員会では,11月23日(木）10時から本町公民館で「み

らいの学び舎シンポジウム」の開催を予定しています。

このシンポジウムは、現在の学校施設の課題を踏まえて、

皆さまと一緒になって将来の学校施設を考えていく、きっか

けづくりとするもので、第一部では「これからの学校を考え

る」と題した動画視聴から、将来に渡る学校施設のあり方の

可能性を、市民の皆さまにご認識いただきながら、これから

の学校施設を考えていく場としたいと思っているところです。

第二部は、コミュニティ・スクールコーディネーターや社会

教育委員、

更には学生団体E4のOBの

皆様も参加したパネルディス

カッションも予定しています。

第三部では、「みらいを生きる

『はだのっ子』の学び舎」という

テーマで私もお話しさせていただきます

のでお時間ある方は是非ご参加ください

～親子川柳が目指すもの～

親子川柳は、親子に限らず大切な人と協力して作品を作ることによって、普段思っていても言えない感謝の思いや、

ふれあいの言葉を川柳でやり取りすることで、家族や大切な人との心のつながりを深めることを目的としています。

社会同様に学校でもデジタル化の流れが加速する中、体験活動や人と人とのきずなを強める取組は、ますます重要と

なっていると考えており、各校には、その意義をお伝えして、ふるさと秦野の特色ある教育活動として積極的な参加を

お願いしたところ、今年度の応募作品数は、史上最多となる１４２８作品となりました。

令和５年度親子川柳大賞(市長賞）
（母） 宿題は？ 母のカミナリ 聞こえない？

(子） 明日やる ゴロゴロ過ごす 夏休み 西小学校３年生 杉山 琥桜さん (母）美里さん作品

神奈川県秦野市教育委員会

〒257-8501 秦野市桜町1丁目3番2号

0463－84－2783 文責 佐藤直樹

デジタルの時代だからこそ大切な体験活動の実践！

地域とともにある

学校づくりの実現を


